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	インド投資における⽇本投資家の交渉上の優先事項
	印⽇間のディールメイキングが急速に進化しています。かつて製造分野の合弁事業やグリーンフィールド案件に注⼒していた⽇本企業が、現在は⾼成⻑分野における専⾨的な能⼒を獲得するため、インドのテクノロジー、⾦融サービス、デジタル関連事業を買収するようになっています。
	NTT DATAによるNiveus Solutionsの買収や、みずほ証券によるAvendus Capitalの買 収提案が、こうした変化を反映しています。これは、⽇印特別戦略的グローバル・パートナーシップ、⽇印デジタル・パートナーシップ2.0、⽣産連動型インセンティブ（PLI）スキーム、2023年デジタル個⼈データ保護法を背景に、さらに加速していま す。
	⽇本の買収者はリスク配分について引き続き慎重な姿勢を⽰していますが、その関⼼は 知的財産（IP）、テクノロジー、⼈材、規制遵守へとシフトしています。彼らは徹底的 なデューデリジェンスを実施し、特定されたリスクがクロージング前に是正されることを求めます。こうした姿勢は、クロージング後の補償よりも確実性を重視していることの表れです。
	取引⽂書において、⽇本の買い⼿は、限定的な例外のみを認める形で、基本的な保証について連帯責任を求める⼀⽅、インドの売り⼿は、⽐例責任や開⽰に基づく限定、責任上限を求める傾向にあります。⼀般的には、基本的なリスクに対する保護と、事業運営上の事項について商業的に許容可能な責任制限とのバランスが図られます。


	経営陣の継続
	統合とガバナンス
	買い⼿は、クロージングまで事業を保護するために、より強いガバナンス上の権利や、クロージングまでの事業運営に関する誓約、明確な重⼤な悪影響（MAC）条項について交渉するケースが増えています。⻑期志向を反映し、⽇本の投資家は、取引当初からの継続性と統合を⽀えるガバナンスの枠組みを求めます。

	テクノロジー・ライセンス供与
	ディールチームはライセンス契約を慎重に精査する必要があります。株式譲渡契約、ロイヤルティ率、源泉税、インド準備銀⾏／FEMAの報告および移転価格税制が、いずれも取引の経済性を左右するためです。評価は、ライセンス料の流出後にインドに残る資本がどれだけかを反映すべきであり、⾒かけ上の⾦額にとらわれるべきではありません。

	実務上の留意点

